
様式２ 鳥取県立鳥取商業高等学校

中長期目標
（学校ビジョン）

評価項目 評価の具体項目 現状 経過・達成状況 評価 改善方策

（自覚と誇り）
・鳥商生としてのアイデンティティー
に誇りを持っている。
・校内、校外問わず、明るい笑顔で
気持ちの良い挨拶ができ、制服を正
しく着こなしている。

・８２％の生徒が、鳥商に入学して良かっ
たと思っている。
・ほとんどの生徒が、校内外で、明るい笑
顔で気持ちの良い挨拶ができ、制服を
正しく着こなしている。
・８８％の保護者が、鳥商は地域社会か
ら信頼されていると感じている。

Ｂ

（自ら考え、判断、行動）
・規範意識、人権意識が高く、周囲
や集団のために貢献することができ
る。

・７４％の生徒が無遅刻である。（遅刻１
人当たり0.5回）
・９０％の生徒が、安心して学校生活を送
ることができると感じている。
・８４％の生徒が、学校行事、生徒会活
動、部活動に積極的に参加している。

Ｂ

（職業観、勤労観）
・３年間を見通した効果的な体験的
活動によって、社会的職業的に自立
するための実践力や応用力の育成
が行われている。

Ａ

（進路実現）
・計画的なキャリア教育によって、将
来の社会生活、職業生活に結びつ
く進路選択が行われている。
・進路実現に資する模擬試験、実務
検定試験等に積極的に取り組んで
いる。

Ｂ

（健康に留意）
・基本的生活習慣（食事・睡眠・運
動）の大切さをよく理解し、規則正し
い生活を送っている。

Ａ

（学力向上）
・高い意欲をもって規律ある学習態
度が保たれている。
・自宅学習が毎日継続的に積み重
ねられている。

Ｂ

（部活動）
・すべての生徒が部活動に加入し、
優勝を目指した努力の積み重ねをと
おして、人間的に成長している。

Ａ

（社会人に必要な力）
・笑顔の挨拶、時間厳守、制服の着
こなし、丁寧な言葉遣いができる。

Ａ

（ビジネス実践力）
・授業等によって習得した知識・技
術を、実践力・応用力の育成に活か
すことができる。

Ａ

（グローバル人材・語学力）
・他者の意見に対する寛容の精神
と、自分で考え伝える力を兼ね備え
た自己表現力が身についている。
・英語活用力が向上している。

Ｂ

評価基準　　A:十分達成　　B:概ね達成　　C:変化の兆し　　D:まだ不十分　　E:目標・方策の見直し
　　　　　　　　　［１００％］　　［８０％程度］　　［６０％程度］　　［４０％程度］　　［３０％以下］

・ＰＤＣＡサイクルを十分に活用し、鳥商
教育の集大成に相応しい第２２回鳥商デ
パートの開催に向け、全生徒、全職員、保
護者、他校（小中高）が連携して取り組
む。
・知識構成型ジグソー法、ケーススタディ
を活用した文科省指定研究によって、生徒
の思考力・判断力・表現力の育成を図る。
・英語村キャンプへ積極的な参加を呼びか
けるとともに、全商スピーチコンテスト全
国大会の出場を目指す。
・英語検定週間等を活用し、全商英検１級
合格者数を増加させる。
・図書館改修を機に、より魅力ある図書館
づくり、読書教育の充実を図る。

・「デパートゆにっと」（長野市）の参加等に
よって、第２１回鳥商デパートを第２０回より
さらに発展させる。
・鳥商手帳を日常的に活用するように指導
し、自己管理能力を高める。
・図書館の利便性が向上するために、レイ
アウト等を改善し、情報発信に努める。

・全商英検前の検定補習をより充実させる。
・１年英語を習熟度別授業展開とするととも
に、ＥＳＳ部の活動を活性化し、英語活用力
を高める。

３．健康に留意し、
学力向上と部活動
に励む

・７３％の生徒が規則正しい生活を送っ
ているが、夜更し等の不摂生によって体
調不良を訴える生徒も少数いる。
・授業における学習意欲・態度は概ね良
好だが、継続的な自宅学習の習慣が定
着していない生徒が多く、定期考査期間
以外の自宅学習時間は１日約４０分であ
る。
・部活動への関心は高く、ほとんどの生
徒が加入し活発に活動しているが、全員
加入には至っていない。（昨年度の部活
動加入率は９３％）
・昨年度、運動部４、文化部３、商業系４
が計１１の全国大会（中国大会出場は１２
の部活動）に出場。

・健康や安全に対する意識が高く、食事・睡眠・
運動を大切にした規則正しい生活を送っている
生徒が８０％となっている。
・商業科目と普通科目のバランスを大切にし、継
続した学習習慣が定着している。自宅学習時間
は、定期考査期間以外で１日６０分以上となって
いる。
・部活動に100％加入し、学習と部活動の両立に
努力している。
・各部で優勝を目指した努力が積み重ねられ、
知・徳・体のバランスのとれた人格形成の場と
なっている。
・各部が切磋琢磨し、全国大会へ出場する部が
１０以上となっている。

・薬物乱用防止、スマホ・SNS等に関する生
徒対象の講演会・研修会を実施するととも
に、学校だより等をとおして健康、安全につ
いて保護者への啓発を行う。
・保健委員会による啓発活動を活性化す
る。
・０限体育等をとおして、基礎体力伸長を図
る。

・９５％の生徒が欠席、遅刻をしないように日頃から
心がけており、実際に７３％の生徒が規則正しい生活
（就寝、起床、食事など）を送っている。そのため、
８１％の生徒が授業に集中できている。
・健康教育ＬＨＲを年２回実施。９月ＬＨＲでは、放
送部、演劇部、生徒会のコラボにより健康教育ＤＶＤ
教材を自主制作し、各クラス保健委員の主導で実施し
た（６月は熱中症予防）。
・薬物乱用防止講演会、生活習慣病予防講演会（１
年）、０限体育（全校の約１割が参加）、強歩大会
（男子３２km、女子２７km）などの取組により、保健
室利用者が減少し、新体力テスト結果が向上した。
・１日当たりの自宅学習時間は、１学期期末考査前
（６月）では175分、２学期中間考査後（１０月）で
は４５分。
・倉敷商、津山商、尾道商との授業実践交流（９
月）、文科省研究指定公開授業（１２月）、授業改善
研修（１２月）などを実施し、教員の授業力向上を
図った。
・全国大会出場の部活動は１０（１４大会、全部活動
の半数）。部活動加入率は９３％である

・生徒が主体となった健康教育を実施する
とともに、ＰＴＡ広報誌で生活リズム確立
について保護者の啓発を行う。
・新体力テストの結果を活用し､「朝食を食
べない」と回答した生徒の個別指導を実施
する。
・定期考査後にも継続して自宅学習調査を
行い、調査結果を各教科の授業改善、生徒
面談等に活用する。
・運動の苦手な生徒が、０限体育に参加し
体力増進を図るように指導する。
・文科省研究指定事業、授業改善研修、中
学校出前授業、高大連携事業等によって、
生徒の学ぶ意欲を高め授業力向上を図る。
・退部した生徒に対して、部活動が人格成
長の場であることを自覚させ、再入部を個
別に働きかける。

・文科省研究指定事業、県外教員との授業
実践交流、中高連携等によって授業力の
向上を図り、生徒の学ぶ意欲を高める授業
改善を進める。
・計画的に自宅学習に取り組むために、継
続した学習の大切さを自覚させる。

・人格成長の場としての部活動の意義を自
覚させることによって、協調性、社会性、忍
耐力等を涵養する。

４．ビジネス社会及
びグローバル社会
に必要な力を身に
つける

・商業高校生としての自覚に基づく挨拶
や制服の着こなしは概ね良いが、習得し
た知識・技術を活かそうとする実践力・応
用力が十分に身についていない。
・基本的なコミュニケーション能力を身に
つけてきているが、社会生活、職業生活
で通用する自己表現力や知識・教養を
吸収しようとする姿勢には物足りなさがあ
る。
・昨年度の図書貸出冊数は2,614冊、１
人あたり4.6冊。
・昨年度の全商英検取得状況は３学年
合計で１級７名、２級９６名、３級５２３名。
鳥取環境大学の英語村に積極的に参加
している。

・商業高校で学ぶ生徒としての誇りをもち、挨拶
やマナー、正しい制服の着こなしが身について
いる。
・校内外で、高い規範意識、人権意識に基づい
た適切な行動をとることができる。
・鳥商教育の集大成としての第２１回鳥商デパー
トにおいて、ビジネス実践力が十分に発揮されて
いる。
・多くの生徒が知識、教養を拡げることに意義を
見出し、図書館の年間貸出冊数が１人あたり６冊
以上になっている。
・生徒がグローバル社会を肌で感じるように、留
学生、外国の訪問団を積極的に受け入れてい
る。
・全商英語検定取得状況が、前年度より向上し
ている。

・学校評議員会、学校関係者評価委員会
等による外部有識者からの意見、提言を、
学校経営に積極的に反映する。

・学校評議員会・学校関係者評価委員会において、進
学合格率・就職内定率100％を毎年達成している進路
指導、中退者・離職者を出さないキャリア教育、新し
い服装指導の方針が高く評価された。
・本校教育の集大成に相応しい第２１回鳥商デパート
を実施するため、「デパートゆにっと」（長野市）に
２年連続で参加。心温まる接客を心がけ、昨年度に引
き続き「お客様満足度」が９０％を超えた。
・面積が約1.4倍になる図書館改修によって自習コー
ナー、授業スペースが確保される等、「知の拠点」と
しての利便性が格段に高まった（１月から利用）。
・教員・生徒による海外派遣報告会（ベトナム、韓
国）、ドイツ・ハーナウ訪問団来校、留学生受け入れ
等、グローバル感覚を養う機会を設定した。
・全商英語検定２・３級は、前年度に比べ取得者が２
４名増加したが（３学年合計で昨年度619→今年度
643）、１級取得者は大きく減少した（昨年度６→今
年度１）。

・１年ビジネス基礎研修・ビジネス体験実習等
を通して、鳥商で学ぶ意義、鳥商生になるこ
と、鳥商生であることの自覚を促す。
・第２回商業教育フォーラムによって、全国
トップレベルの商業高校に学び、商業高校で学
ぶ意義を再確認させる。
・日常生活での挨拶やマナー、授業秩序等につ
いて継続して指導する。
・誇りを持って大きな声で校歌を歌えるように
指導する。
・無遅刻の意義を考えさせる等、各学年で工夫
した遅刻指導を行う。
・鳥商デパート、２年研修旅行、強歩大会、体
育祭の商高体操・集団行動等を通して集団活動
に対する参加・貢献意欲を高め、学校生活がよ
り安心、安全なものになるように生徒一人ひと
りの意識を喚起する。

・商高体操、強歩大会等の学校行事をとお
して集団活動への貢献意欲を喚起する。
・遅刻生徒に対して生活態度の見直しを促
す指導を継続して行う。
・生徒にとって見守られ感と安心感を感じる
ことのできる学校生活の構築に努める。

２．望ましい職業
観・勤労観を身に
つけ、進路実現に
向けて努力する

・ビジネス体験実習等のキャリア教育に
関する行事が計画的に実施され、数多く
の体験的活動が積極的に行われてい
る。
・自己表現学習プログラムによって、社
会人として必要不可欠とされるコミュニ
ケーション能力、プレゼンテーション能力
を身につけている。
・全商検定１級の複数資格合格に向けて
取り組む姿勢が定着している。(昨年度３
年生の全商１級取得率７８%、１級３種目
以上取得率３８%)

・社会生活、職業生活を視野に入れた進路選択
がなされており、様々な体験活動や各種模擬試
験、実務検定試験等に意欲的に取り組んでい
る。
・積極的に職業資格の取得に努め、全商１級取
得率９０％、１級３種目以上取得率４５％が達成さ
れている。
・計画的なキャリア教育によって培われた明確な
目的意識に基づいて進路選択を行い、就職内
定１００％、進学合格率１００％が継続して達成さ
れている。
・進学希望の生徒は、１年次より積極的に補習に
参加し進学模試等を受験している。

・自己表現学習プログラムに基づき、進路
指導部、学年、商業科、自己表現力育成
委員会が連携して、社会生活、職業生活に
不可欠なコミュニケーション能力を育成す
る。
・鳥商教育の集大成としての鳥商デパート
を、地域貢献、異校種間（小中高）連携の
場として、さらに発展させていく。

・１年ビジネス体験実習、２年研修旅行、３年鳥商デ
パート、１・２年進路ＬＨＲ（３年生に学ぶ）、３年
進路ＬＨＲ（卒業生による進路講演会）、３年就職模
擬面接（鳥取青年会議所に依頼）、３年就職直前セミ
ナー等による体系化されたキャリア教育を実施し、就
職内定１００％（近年の離職率はほぼ０％）、進学合
格１００％を達成。
・自己表現学習プログラム（全職員による面接・小論
文指導、ＳＨＲ・授業時の１分間スピーチ等）によ
り、就職・進学に不可欠なコミュニケーション能力、
自己表現力が次第に身についてきた。
・夏季休業中の勉強合宿・セミナー（全学年）、１・
２学期平日補習（３年進学希望者）、検定対策講習
会、検定週間（９月、１月）、就職・進学模試等に
よって学力向上を図った。
・３年生の全商検定１級３種目以上合格者８１名、４
２％はともに過去最高。（１級３種目以上合格者は県
内の８２％を占める）

・１年ビジネス体験実習、２年研修旅行、
鳥商デパート等の体系づけたキャリア教育
によって、望ましい職業観・勤労観を身に
つけさせる。
・１分間スピーチ、小論文・面接指導など
により、自己表現力を高める。
・英語・情報処理・簿記検定週間を設定
し、補習などを実施することによって、学
習意欲を高め合格率を上げる。
・長期休業中の補習、３年平日補習などを
実施し、学力を伸長させる。
・鳥取環境大学との高大連携によって、大
学進学の意欲を高める。
・就職内定者を対象とした就職直前セミ
ナーを行い、良き職業人として必要なこと
がらを学ぶ機会を設ける。

・検定・進学補習を計画的に実施し、商業
科目と普通科目の学びをともに深化させ
る。
・卒業生による進路講演会、高大連携（鳥
取環境大）等によって、進路意識を高める。
・夏季休業中に、全学年で進学者対象の
勉強合宿・セミナー等を実施する。

・８６％の生徒が鳥商に入学して良かったと思ってい
る。
・９８％の生徒が社会・学校のルールを守るよう心が
けており、９１％の生徒が自ら挨拶、正しい身だしな
みを実践している。
・９３％の３年生が鳥商は地域社会から信頼されてい
ると考えている（３年生のみのアンケート設問）。
・１年間無遅刻の生徒は７４％、年間遅刻回数は１人
当たり0.56回。
・鳥取県商業教育フォーラム（２月）によって全国
トップレベル（愛知商業高校、防府商工高校）の商業
高校生に学び、鳥商生としての自覚を促すことができ
た。
・８７％の生徒が学校行事、生徒会活動、部活動に積
極的に参加している。５分前行動は概ね達成されてい
るが、大きな声で校歌を歌う生徒が少ない。
・９１％の生徒は、安心、安全な学校生活を送ってい
ると感じている。

目標（年度末の目指す姿） 目標達成のための方策

１．鳥商生としての
自覚と誇りを持ち、
自ら考え、判断し、
行動できる力をつ
ける

・９０％の生徒が、鳥商に入学して良かったと
思っている。
・校内、校外問わず、明るい笑顔で気持ちの良
い挨拶ができ、制服を正しく着こなしており、地
域社会からの評価が高い。
・遅刻、欠席がなく目的意識を持って意欲的に
登校している。無遅刻生徒が８０％以上となる
（遅刻１人当たり　0.４回以下）。
・学校行事、全校集会等で規律ある行動を取る
ことができる。校歌を大きな声で歌うことができ
る。
・生徒会活動、委員会活動が活発に行われて、
生徒一人ひとりの集団活動に対する参加意識や
貢献意欲が高い。
・すべての生徒が、安心、安全な学校生活を
送っている。

・年間を通じて、職員、生徒会、部活動が
連携した挨拶運動を継続する。
・授業開始・終了時の挨拶を大切にし、けじ
めのある授業展開を図る。
・商業教育フォーラムによって全国レベル
の商業高校（愛知商業、県立広島商業）に
学び、商業高校生としての研鑽を図る。

　　　　　　　平成２６年度　　自　己　評　価　表

　保護者・地域と連携し、望ましい職業観・勤労観を身につけ、知・徳・体のバランスのとれた次代
を担う若者を育てる

今年度の
重点目標

①鳥商生としての自覚と誇りを持ち、自ら考え、判断し、行動できる力をつける
②望ましい職業観・勤労観を身につけ、進路実現に向けて努力する
③健康に留意し、学力向上と部活動に励む　④ビジネス社会及びグローバル社会に必要な力を身につける

年　　度　　当　　初 評　価　結　果　　　（　３　）月


